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お
わ
り
に

［
論
文
要
旨
］

本
稿
は
、
共
同
研
究
「
日
本
に
お
け
る
都
市
生
活
史
の
研
究
」
Ａ
班
「
古
代
・
中
世
の
都
市

第
３
章
「
公
開
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
向
け
て
」
で
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
に
向
け
て
、

を
め
ぐ
る
流
通
と
消
費
」
第
二
期
に
お
い
て
構
築
作
業
を
行
っ
た
「
古
代
・
中
世
都
市
生
活
史

入
力
作
業
の
な
か
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
入
力
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
問
題
点
と
、
そ
の
解

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
物
価
表

、
と
く
に
入
力
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
設
計
・
仕
様
、
お
よ
び
入
力

決
方
法
。
お
よ
び
、
公
開
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
使
用
す
る
デ
ー
タ
や
、
検
索
・
表
示
用
画
面
の

）
」

作
業
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
。

仕
様
な
ど
に
関
す
る
問
題
提
起
を
試
み
た
。
こ
こ
で
は
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
で
公
開
す
る
場
合
を
想
定
し

第
１
章
「
使
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
性
格
」
で
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
基
本
的

て
、
検
索
ル
ー
ル
や
表
示
画
面
の
仕
様
、
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
機
能
な
ど
に
つ
い
て
提
案

な
性
格
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
選
定
し
た
入
力
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
用
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
つ

し
て
い
る
。

い
て
述
べ
た
。

な
お
、
二
〇
〇
三
年
七
月
現
在

「
古
代
・
中
世
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
入
力
し

、

第
２
章
「
入
力
用
Ｄ
Ｂ
の
構
築
と
入
力
ル
ー
ル
」
は
、
入
力
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
け
る
日

た
物
価
デ
ー
タ
の
件
数
は
、
約
三
万
四
千
件
に
達
し
て
い
る
。

付
・
物
価
・
史
料
・
備
考
の
各
パ
ー
ト
ご
と
に
、
各
項
目
の
設
計
段
階
の
考
え
方
や
入
力
ル
ー

ル
、
ま
た
、
入
力
用
フ
ォ
ー
ム
や
デ
ー
タ
集
約
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
。
と
く
に
、

入
力
作
業
を
簡
略
化
し
、
最
小
限
の
入
力
項
目
か
ら
全
て
の
項
目
に
デ
ー
タ
を
割
り
振
っ
て
い

く
手
法
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
詳
細
に
報
告
し
た
。
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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
共
同
研
究
「
日
本
に
お
け
る
都
市
生
活
史
の
研
究
」
Ａ
班
「
古
代
・

中
世
の
都
市
を
め
ぐ
る
流
通
と
消
費
」
第
一
期
、
そ
の
総
括
で
第
二
期
に
お
け
る
課

題
と
さ
れ
た
「
古
代
・
中
世
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
物
価
表

」
の
作
成
、

）

特
に
入
力
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
、
お
よ
び
入
力
作
業
時
に
浮
上
し
た
諸
問
題
の

解
決
方
法
な
ど
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

「
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
作
成
は
、
第
一
期
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー
の
櫛

木
謙
周
氏
が
作
成
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
基
礎
と
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
よ
り
開

始
し
た
。
入
力
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
原
案
は
、
同
年
六
月
に
一
応
の
完
成
を
み
、
櫛

木
氏
作
成
の
デ
ー
タ
を
流
し
込
ん
だ
状
態
で
六
月
末
の
研
究
会
で
口
頭
報
告
を
行
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
の
研
究
会
で
指
摘
さ
れ
た
意
見
を
取
り
入
れ
た
形
で
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
改
良
を
行
い
、
そ
の
終
了
後
、
本
格
的
な
入
力
作
業
を
開
始
し
た
。

、

。

こ
の
入
力
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
設
計
・
構
築
と
そ
の
改
良
は

筆
者
が
担
当
し
た

ま
た
デ
ー
タ
入
力
は
、
筆
者
の
指
揮
の
下
、
天
野
ま
ど
か
・
伊
藤
瑞
恵
・
佐
々
田
悠

・
西
田
友
宏
・
平
澤
加
奈
子
・
盛
本
昌
広
・
山
本
紀
子
・
山
本
亮
子
各
氏
が
調
査
・

入
力
を
分
担
す
る
体
制
で
始
め
た
。
し
か
し
、
筆
者
が
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
末
に
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員
の
職
を
離
れ
た
た
め
、
入
力
作
業
の
と
り
ま
と

め
役
を
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｒ
Ａ
）
の
山
本
亮
子
氏
に
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に

二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
は
同
じ
く
Ｒ
Ａ
の
佐
々
田
悠
氏
に
引
き
継
が
れ
て
現
在
（
二

〇
〇
三
年
二
月
）
に
至
っ
て
い
る
。

「

」

、

ち
な
み
に

都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
具
体
的
な
公
開
方
法
に
つ
い
て
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
提
供
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
執
筆
時
点

に
お
い
て
は
、
ま
だ
細
部
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
本
稿
で
は
、
入

力
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
、
入
力
作
業
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
改
良
点

を
中
心
に
述
べ
、
あ
わ
せ
て
今
後
の
公
開
に
向
け
て
若
干
の
提
案
を
示
す
こ
と
に
し

た
い
。
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「
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
入
力
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
以
下

「
入
力
用
Ｄ

、

Ｂ
」
と
呼
称
）
で
は
、
㈱
管
理
工
学
研
究
所
の
「
桐V

e
r
.
8

」
を
用
い
た
。

こ
れ
を
採
用
し
た
理
由
は
、
筆
者
自
身
が
使
用
し
て
い
て
使
い
勝
手
を
熟
知
し
て

い
た
こ
と
が
大
き
い
も
の
の
、
以
下
の
点
に
留
意
し
た
う
え
で
最
終
的
な
採
用
を
決

定
し
た
。

①
現
状
で
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
マ
シ
ン
の
ユ
ー
ザ
ー
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
入

力
者
の
確
保
お
よ
び
そ
の
利
便
性
を
考
慮
す
る
と
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
を
Ｏ
Ｓ
と

し
て
動
作
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

②
日
本
語
用
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
Ｍ
Ｓ
―
Ｄ
Ｏ
Ｓ
時
代
か
ら

の
実
績
が
あ
り
、
信
頼
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で
あ
る
。

③
入
力
用
画
面
の
作
成
、
項
目
間
の
計
算
や
他
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
リ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
る
自
動
入
力
、
一
括
処
理
フ
ァ
イ
ル
を
使
っ
た
デ
ー
タ
の
取
り
込
み

や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
自
動
処
理
な
ど
に
つ
い
て
の
自
由
度
が
大
き
く
、
入
力
作

業
の
簡
便
化
を
極
力
図
れ
る
。

④
検
索
・
絞
り
込
み
・
置
換
、
関
数
の
使
用
な
ど
の
点
で
自
由
度
が
大
き
く
、
デ

ー
タ
修
正
が
必
要
に
な
っ
た
際
に
も
、
そ
の
省
力
化
が
図
れ
る
。

た
だ
し

「
桐V

e
r
.
8

」
は
日
本
史
分
野
で
使
用
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
と
し

、

て
、
大
き
な
欠
点
が
一
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
使
用
で
き
る
文
字
コ
ー
ド
セ
ッ
ト
が

少
な
く
、U

n
i
c
o
d
e

形
式
の
漢
字
に
対
応
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

し
か
し
今
回
は
、
こ
の
点
を
逆
に
積
極
的
に
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
に

し
た
。
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
か
と
い
う
と
、
異
体
字
や
旧
字
体
な
ど
特
殊
な
漢
字

が
登
場
し
、
そ
の
入
力
や
表
示
に
高
度
（
広
域
）
な
文
字
コ
ー
ド
セ
ッ
ト
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
入
力
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
自
体
が
受
け
付
け
な
い
、
し
た
が
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っ
て
間
違
っ
て
も
入
力
す
る
こ
と
が
な
い
、
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
た
の
は
、
第
一
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
公

開
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
場
合
、
利
用
者
の
機
種
や
Ｏ
Ｓ
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
環
境

、

、

が
多
様
で
あ
り

最
小
限
の
シ
ス
テ
ム
環
境
で
も
閲
覧
・
利
用
が
可
能
と
な
る
よ
う

入
力
時
か
ら
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
入
力
で
き
る

文
字
コ
ー
ド
セ
ッ
ト
が
少
な
い
こ
と
は
、
限
定
さ
れ
た
環
境
で
も
利
用
可
能
な
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
と
い
う
点
で
、
逆
に
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
と
判
断
し
た
。

ま
た
今
回
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
史
料
の
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
と
異
な
り
、

史
料
か
ら
物
価
デ
ー
タ
と
年
月
日
や
地
域
、
史
料
名
な
ど
を
抽
出
し
た
、
一
覧
形
式

（
カ
ー
ド
形
式
）
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、

住
所
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
、
図
書
館
な
ど
の
蔵
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
近
い
。
こ
の
点

も
、
史
料
で
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
用
字
の
再
現
性
よ
り
も
、
利
用
者
の
利
便
性

を
優
先
す
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
と
な
っ
た
。

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
利
用
者
が
デ
ー
タ
一
件
一
件
を
詳
細
に
解
釈
し
て
研
究

に
使
用
す
る
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
物
価
の
推
移
な
ど
を
一

覧
で
き
る
こ
と
と
、
物
価
デ
ー
タ
を
記
載
し
た
主
要
な
史
料
を
検
索
で
き
る
こ
と
に

主
眼
を
置
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
歴
史
研
究
に
活
用
す
る
際
に
は
、
利
用
者
各

自
が
原
典
に
戻
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
個
々
の
史
料
が

使
用
し
て
い
る
多
様
な
漢
字
や
用
例
を
正
確
に
再
現
す
る
こ
と
よ
り
も
、
検
索
時
に

多
く
の
デ
ー
タ
が
ヒ
ッ
ト
す
る
よ
う
、
よ
り
一
般
的
な
用
字
・
用
例
を
使
用
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
特
殊
な
漢
字
を
入
力
で
き
な
い
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
こ
と
は
、
逆
に
有
利
な
条
件
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。

む
ろ
ん
、
史
料
に
正
確
な
文
字
・
用
例
を
用
い
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
こ

と
も
、
技
術
的
に
は
可
能
で
あ
る
。
文
字
や
文
章
を
正
確
に
解
釈
す
る
こ
と
を
大
き

な
命
題
と
す
る
歴
史
学
で
は
、
こ
ち
ら
を
優
先
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
る
だ
ろ
う
。

、

、

、

し
か
し

検
索
時
に
利
用
者
が
あ
ら
ゆ
る
異
体
字
や
旧
字
体

用
例
を
思
い
起
こ
し

一
回
一
回
検
索
に
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
は
、
こ
の
種
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
し
て
失
格
と
な
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
ユ
ー
ザ
ー
が
（
あ
る
い
は
自
分
自
身
が

で
も
よ
い
）
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
か
を
見
極
め
た
う
え
で
設
計
し
な
け
れ
ば
、
そ

の
性
格
が
ぼ
や
け
、
結
果
と
し
て
利
用
し
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。

な
お
、
日
本
史
や
日
本
文
学
に
つ
い
て
ま
わ
る
文
字
コ
ー
ド
セ
ッ
ト
と
シ
ス
テ
ム

環
境
の
問
題
は
、
現
状
で
も
、
例
え
ば
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
そ
の
も
の
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

と
し
て
開
発
し
、
頒
布
す
る
方
法
を
と
れ
ば
ク
リ
ア
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
。
つ
ま

り
、
最
低
限
の
コ
ー
ド
セ
ッ
ト
で
は
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
文
字
の
フ
ォ
ン
ト

お
よ
び
そ
の
コ
ー
ド
と
、
全
体
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
頒
布
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
文
学
や

歴
史
学
の
関
係
者
で
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
「
今
昔
文
字
鏡
」
な
ど
と

タ
イ
ア
ッ
プ
で
き
れ
ば
、
文
字
フ
ォ
ン
ト
の
用
意
も
比
較
的
容
易
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
こ
の
場
合
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
用
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
用
な
ど
各
Ｏ
Ｓ
別
に
ソ
フ

ト
開
発
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
ま
た
こ
れ
を
も
っ
て
史
料
に
忠
実
に
漢
字

や
用
例
を
入
力
し
て
も
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
な
検
索
時
の
不
便
ま
で
は
解
消
さ
れ

な
い
。

た
だ
今
回
の
入
力
Ｄ
Ｂ
で
は
、
将
来
に
お
い
て
文
字
コ
ー
ド
セ
ッ
ト
の
問
題
が
解

消
さ
れ
た
場
合
に
備
え
て
、
容
易
に
デ
ー
タ
修
正
が
で
き
る
よ
う
、
入
力
で
き
な
い

漢
字
に
は
「
※
」
印
を
つ
け
た
上
で
、
平
仮
名
で
入
力
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
方

法
を
と
れ
ば

「
※
＋
用
語
（
平
仮
名

」
で
絞
り
込
み
、
一
括
置
換
を
か
け
る
こ
と

、

）

で
、
デ
ー
タ
修
正
が
容
易
に
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�

入
力
用
Ｄ
Ｂ
は
、
日
付
・
物
価
（
地
域
を
含
む

・
史
料
・
備
考
の
四
つ
の
パ
ー

）

ト
で
構
成
し
た
。
こ
の
各
パ
ー
ト
の
中
に
、
さ
ら
に
個
別
の
入
力
細
目
が
あ
る
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

特
に
設
計
段
階
で
は
、
い
か
に
入
力
作
業
を
簡
略
化
す
る
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
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人
間
が
入
力
す
る
項
目
を
極
力
減
ら
し
、
そ
の
最
小
限
の
入
力
項
目
か
ら
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
構
成
上
必
要
と
す
る
そ
の
他
全
て
の
項
目
へ
、
い
か
に
自
動
的
に
割
り
振
っ

て
い
く
か
と
い
う
点
に
腐
心
し
た
。
こ
れ
は
物
価
表
と
い
う
性
格
上
、
で
き
る
だ
け

、

、

多
く
の
デ
ー
タ
件
数
を
入
力
し
な
け
れ
ば

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
役
に
立
た
な
い

そ
し
て
入
力
デ
ー
タ
を
多
く
す
る
た
め
に
は
、
入
力
に
か
か
る
デ
ー
タ
一
件
当
た
り

の
手
間
を
、
で
き
る
だ
け
省
く
ほ
か
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
入
力
用
Ｄ
Ｂ
の
項
目
仕
様
と
入
力
ル
ー
ル
を
説
明
し
て
い
く
が
、
そ

の
項
目
数
は

項
目
に
及
ぶ
。
し
た
が
っ
て
、
一
つ
一
つ
文
章
で
説
明
し
て
い
く
の

43

は
煩
雑
に
な
り
す
ぎ
る
の
で
、
そ
の
概
要
は
表
１
に
ま
と
め
、
本
文
で
は
説
明
を
要

す
る
項
目
の
み
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

日
付
パ
ー
ト

(1)（
２

［
年
］
は

「
２
」
な
ど
の
半
角
数
字
で
数
値
入
力
。
元
年
の
場
合
も
、
省

）

、

力
化
の
た
め
「
１
」
と
入
力
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
３

［
和
暦
年
］
は

［
元
号
］
と
［
年
］
か
ら
自
動
計
算
さ
せ
た
。
そ
の
項
目

）

、
。

、

［

］

「

」

、『
［

］

計
算
式
は
表
２
の
通
り

式
の
意
味
は

①

年

が

１

の
場
合
は

元
号

＋

元

を
入
力
せ
よ

②

年

デ
ー
タ
が

１

よ
り
も
大
き
い
場
合
は

元

「

」
』

、

［

］

「

」

、『
［

号
］
＋
［

数
値
デ
ー
タ
か
ら
文
字
デ
ー
タ
に
変
換
し
た
）
年

』
を
入
力
せ
よ
、
③

（

］

［
年
］
デ
ー
タ
が
「
０

（
未
入
力
）
の
場
合
は

［
元
号
］
の
み
を
入
力
せ
よ
、
と

」

、

い
う
意
味
で
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
は
、
①
→
③
の
優
先
順
位
で
検
索
し
、
該
当
す
る
条

件
を
見
つ
け
た
場
合
、
式
に
従
っ
て
自
動
入
力
を
実
行
す
る
。

（
４

［
西
暦
年
］
は
、
原
則
と
し
て
マ
ウ
ス
に
よ
る
選
択
入
力
。
入
力
用
Ｄ
Ｂ

）

の
構
築
に
あ
た
っ
て
、
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公
開

さ
れ
て
い
た
和
暦
・
西
暦
変
換
デ
ー
タ
を
使
用
し
、
入
力
用
Ｄ
Ｂ
の
他
に
「
西
暦
・

和
暦
Ｄ
Ｂ
」
を
事
前
に
作
成
し
た
。
こ
れ
と
［
和
暦
年
］
を
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ
て

自
動
検
索
し
、
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
「
Ｏ
Ｋ
」
ボ
タ
ン
を
選
択
す
る
と
い
う
入
力
方

法
を
と
っ
た

「
西
暦
・
和
暦
Ｄ
Ｂ
」
の
内
容
は
、
表
３
の
通
り
で
あ
る
。

。

、

、

な
お
完
全
な
自
動
入
力
と
せ
ず

人
間
が
選
択
許
可
を
出
す
方
法
を
と
っ
た
の
は

［
年
］
デ
ー
タ
が
不
明
の
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
該
当
す
る

元
号
の
元
年
が
自
動
選
択
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
元
号
の
最
後
の
年
を
マ
ウ
ス
で
選
択

し
直
し
て
入
力
す
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
元
号
さ
え
も
不
明
な
場
合
は
、
お
お
よ
そ
の
時
期
を
推
定
し
、
例
え
ば
七

三
〇
年
代
な
ら
ば
「
７
４
０

、
八
世
紀
前
半
な
ら
ば
「
７
５
０

、
世
紀
単
位
で
し

」

」

か
推
測
で
き
な
い
場
合
は
「
８
０
０
」
な
ど
推
定
さ
れ
る
最
後
の
年
代
を
と
り
、
数

値
を
手
で
入
力
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
た
の
は
、
デ
ー
タ
を
時
系
列
順

に
並
べ
替
え
る
よ
う
な
使
い
方
を
し
た
と
き
に
、
意
味
を
持
た
な
い
大
量
の
デ
ー
タ

が
表
の
先
頭
に
並
ぶ
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
年
代
推
定
は
功
罪
相
半
ば
す
る
で

、

、

。

、

あ
ろ
う
が

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
性
格
上

必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た

た
だ
し

推
定
の
当
否
は
利
用
者
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
、
注
意
を
喚
起
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
５

［
閏
月
］
も
マ
ウ
ス
に
よ
る
選
択
入
力
。
桐
の
機
能
の
一
つ
で
あ
る
「
値

）

集
合
」
を
利
用
し
て
、
通
常
月
と
閏
月
を
、
マ
ウ
ス
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
設
定
し

た
。
選
択
に
よ
り
通
常
月
は
「
０

、
閏
月
は
「
１
」
が
入
力
さ
れ
る
。

」

（
８

［
日
付
種
類
］
も

「
値
集
合
」
に
よ
る
選
択
入
力

「
史
料
」
は
「
０

、

）

、

。

」

「
取
引
」
は
「
１

「
推
定
」
は
「
２
」
が
入
力
さ
れ
る
。

」
、

「
取
引
」
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
は
、
例
え
ば
決
算
報
告
書
の
よ
う
な
史

料
の
場
合
、
前
年
の
取
引
が
記
載
さ
れ
る
な
ど
、
実
際
の
売
買
年
月
日
が
史
料
の
日

。

、

付
と
異
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
物
価
表
な
の
で

実
際
に
取
引
が
行
わ
れ
た
時
期
を
優
先
す
べ
き
と
考
え
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
取

引
の
日
付
を
採
用
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
こ
と
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
能

性
が
考
慮
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
項
目
で
「
取
引
」
を
選
択
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た

［
月
］
や
［
日
］
の
推
定
が
可
能
な
場
合
は
、
デ
ー
タ
を
入
力
し
た
う
え

、

で
、
こ
の
項
目
で
「
推
定
」
を
選
択
す
る
こ
と
と
し
た
。
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項 目 名 形式 入力方法 備 考

１ 日付 元号 文字 不明の場合は空欄。

２ 日付 年 数値 不明の場合は空欄。

３ 日付 和暦年 文字 自動(1,2)

４ 日付 西暦年 数値 選択 推定の場合は「キャンセル]をクリックして、入力。

５ 日付 閏月 数値 選択 通常=0（空欄でも可）、閏月=1。

６ 日付 月 数値 不明の場合は空欄。

７ 日付 日 数値 不明の場合は空欄。

８ 日付 日付種類 数値 選択 史料=0（空欄でも可）、取引=1、推定＝2。

９ 日付 年月日 表示用 文字 自動(1～8) 表示パターンは、表４参照。

10 日付 年月日コード 文字 自動(1～8) 表示パターンは、表４参照。

11 日付 年コード 数値 自動(11)

12 日付 月コード 数値 自動(11) 月不明は「0」。

13 日付 日コード 数値 自動(11) 日不明は「0」。

14 日付 和暦年コード 数値 自動(2) 年不明は「0」。

15 日付 備考 文字 複数にわたる日付など。

16 物価 品名 文字

17 物価 品名 史料表記 文字

18 物価 数量 史料表記 文字

19 物価 数量 数値 数値 単位を統一。

20 物価 数量 単位 文字 単位を統一。

21 物価 数量 表示用 文字 自動(16,18～20) 「品名+数量史料+（数値・単位）」の形式で表示。

22 物価 価格 貨幣種類 文字

23 物価 価格 貨幣種類 史料表記 文字

24 物価 価格 史料表記 文字

25 物価 価格 数値 数値 単位を統一。

26 物価 価格 単位 文字 単位を統一。

27 物価 価格 表示用 文字 自動(22,24～26) 「貨幣+価格史料+（数値・単位）」の形式で表示。

28 物価 単価 史料表記 文字

29 物価 単価 計算値 数値 自動(25÷19)

30 物価 単価 表示用 文字 自動(22,28,29) 「貨幣+単価史料+(計算値・価単位/数単位)」の形式で表示。

31 物価 場所 国名 文字

32 物価 場所 都市名 文字

33 物価 場所 詳細地名 文字

34 物価 場所 表示用 文字 自動(31～33)

35 物価 購入・支払者 文字

36 物価 売却・領収者 文字

37 物価 備考 文字

38 史料 史料名 文字 文書・典籍・記録などの名称。

39 史料 史料群 文字 「○○家文書」等の史料群名、および分類記号・番号など。

40 史料 刊本 文字 史料を収録した代表的な刊本、および掲載巻・番号など。

41 史料 同一史料データ 文字 選択 同一史料中に他の物価データが、あるか、ないか。

42 史料 備考 文字

43 備考 文字 自動(15,37,42)

表１ 入力用ＤＢの項目仕様
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（
９

［
年
月
日
表
示
用
］
は
、
こ
こ
ま
で
の
項
目
を
も

）

と
に
自
動
生
成
さ
せ
た
。
こ
の
項
目
は
、
入
力
者
が
デ
ー

タ
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
入
力
画
面
に
表
示

さ
れ
る
が
、
こ
の
項
目
自
体
を
直
接
修
正
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

煩
雑
に
な
る
の
で
項
目
計
算
式
（
表
２
）
の
意
味
は
省

略
す
る
が
、
そ
の
表
示
パ
タ
ー
ン
（
表
４
）
の
原
則
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

・

閏
月
」
を
選
択
す
る
と
、
月
の
前
に
「
閏
」
が
表
示

「さ
れ
る
。

・

推
定
」
を
選
択
す
る
と
、
日
付
の
末
尾
に
「
？
」
が

「付
加
さ
れ
る
。

・

月
］
が
未
入
力
の
際
は
、
年
と
日
の
間
に
「

月
不

［

（

明

」
が
表
示
さ
れ
る
。

）

・

日
］
の
み
未
入
力
、
あ
る
い
は
［
月

［
日
］
と
も

［

］

に
未
入
力
の
場
合
、
こ
れ
ら
は
表
示
さ
れ
な
い
。

・

元
号
］
が
入
力
さ
れ
、
か
つ
［
年
］
が
未
入
力
の
場

［
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表２ 日付パートの項目計算式

項目 項目計算式

#条件選択([日付 年]=1,[日付 元号]+"元",[日付 年]>1,[日付 元号]+#文字列
Ｃ 和 暦 年

([日付 年]),[日付 年]=0,[日付 元号])

#条件選択([日付 元号]="" .and [日付 年]=0 .and [日付 月]>0 .and [日付 日]>0,#文字列

([日付 西暦年])+"年頃？・"+#条件選択([日付 閏月]=1,"閏")+#文字列([日付 月])+"月"+#文

字列([日付 日])+"日"+#条件選択([日付 日付種類]=2,"？"),[日付 元号]="" .and [日付 年]

=0 .and [日付 月]>0,#文字列([日付 西暦年])+"年頃？・"+#条件選択([日付 閏月]=1,"閏")+

#文字列([日付 月])+"月"+#条件選択([日付 日付種類]=2,"？"),[日付 元号]="" .and [日付

年]=0 .and [日付 日]>0,#文字列([日付 西暦年])+"年頃？・(月不明)"+#文字列([日付 日])+

"日"+#条件選択([日付 日付種類]=2,"？"),[日付 元号]="" .and [日付 年]=0,#文字列([日付

西暦年])+"年頃？",[日付 年]=0 .and [日付 月]>0 .and [日付 日]>0,[日付 元号]+"年間・

"+#条件選択([日付 閏月]=1,"閏")+#文字列([日付 月])+"月"+#文字列([日付 日])+"日"+#条

件選択([日付 日付種類]=2,"？"),[日付 年]=0 .and [日付 月]>0,[日付 元号]+"年間・"+#条

件選択([日付 閏月]=1,"閏")+#文字列([日付 月])+"月"+#条件選択([日付 日付種類]=2,"？

Ｉ年月日表示用 "),[日付 年]=0 .and [日付 日]>0,[日付 元号]+"年間・(月不明)"+#文字列([日付 日])+"日"

+#条件選択([日付 日付種類]=2,"？"),[日付 年]=0,[日付 元号]+"年間",[日付 月]>0 .and

[日付 日]>0,[日付 和暦年]+"("+#文字列([日付 西暦年])+")年"+#条件選択([日付 閏月]=1,"

閏")+#文字列([日付 月])+"月"+#文字列([日付 日])+"日"+#条件選択([日付 日付種類]=2,"？

"),[日付 月]>0,[日付 和暦年]+"("+#文字列([日付 西暦年])+")年"+#条件選択([日付 閏月]=

1,"閏")+#文字列([日付 月])+"月"+#条件選択([日付 日付種類]=2,"？"),[日付 日]>0,[日付

和暦年]+"("+#文字列([日付 西暦年])+")年・(月不明)"+#文字列([日付 日])+"日"+#条件選択

([日付 日付種類]=2,"？"),[日付 年]>0,[日付 和暦年]+"("+#文字列([日付 西暦年])+")年")

#条件選択([日付 年]=0,#文字列([日付 西暦年]×10000000+9900000+[日付 月]×1000+#条件

選択([日付 閏月]=0,0,[日付 閏月]=1,500)+[日付 日],11),[日付
Ｊ年月日コード

西暦年]>0,#文字列([日付 西暦年]×10000000+[日付 月]×1000+#条件選択([日付 閏月]=0,0,

[日付 閏月]=1,500)+[日付 日],11))

Ｋ年 コ ー ド #数値(#部分列([日付 年月日コード],1,4))

Ｌ月 コ ー ド #数値(#部分列([日付 年月日コード],7,2))

Ｍ日 コ ー ド #数値(#右側文字列([日付 年月日コード],2))

Ｎ和暦年コード #条件選択([日付 年]=0,0,[日付 年]>0,[日付 年])

756 天平勝宝8

757 天平勝宝9

757 天平宝字元

758 天平宝字2

759 天平宝字3

760 天平宝字4

761 天平宝字5

762 天平宝字6

763 天平宝字7

764 天平宝字8

765 天平宝字9

765 天平神護元

766 天平神護2

表３　「西暦・和暦ＤＢ」の内容例
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合

［
元
号
］
に
「
年
間
」
の
文
字
が
付
加
さ
れ
る
。

、

・

元
号

［
年
］
と
も
に
未
入
力
の
場
合
、
推
定
入
力
し
た
［
西
暦
年
］
に
、

［

］

「
年
頃
？
」
の
文
字
が
付
加
さ
れ
て
表
示
さ
れ
る
。

（

［
年
月
日
コ
ー
ド
］
も
同
様
に
自
動
生
成
（
表
２
・
４

。

桁
の
コ
ー
ド

）

）

10

11

で
、
西
暦
年
が
３
桁
の
場
合
は
、
先
頭
桁
に
「
０
」
を
入
れ
て
桁
数
を
統
一
し
た
。

こ
れ
は
、
先
頭
か
ら
の
各
桁
で
数
字
の
意
味
が
変
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
先
頭

桁
に
「
０
」
を
表
示
さ
せ
る
関
係
上
、
数
値
で
は
な
く
、
文
字
デ
ー
タ
と
し
た
。
各

桁
の
意
味
は
、
次
の
通
り
。

・

上
か
ら
）
４
桁
目
ま
で
は
、
西
暦
年
。

（
・
５
・
６
桁
目
は
西
暦
年
推
定
。
通
常
は
「

」
が
、
推
定
の
場
合
は
「

」

00

99

が
入
る
。

・
７
・
８
桁
目
は
月

［
月
］
が
未
入
力
の
場
合
は

「
０
０
」
が
入
る
。

。

、

・
９
桁
目
は
閏
月
。
通
常
は
「
０
」
が
、
閏
月
は
「
５
」
が
入
る
。

・

・

桁
目
は
日

［
日
］
が
未
入
力
の
場
合
は

「
０
０
」
が
入
る
。

。

、

10

11

こ
の
年
月
日
コ
ー
ド
は
、
デ
ー
タ
を
時
系
列
順
に
並
べ
替
え
る
利
用
法
を
想
定
し

て
作
成
し
た
。
こ
の
コ
ー
ド
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
①
西
暦
年
順
、
②
年
代
推
定

の
場
合
は
、
そ
の
年
代
の
末
尾
、
③
月
順
（
月
不
明
の
場
合
は
そ
の
年
の
先
頭

、
）

④
閏
月
の
場
合
は
通
常
月
の
次
、
⑤
日
付
順
（
日
付
不
明
の
場
合
は
そ
の
月
の
先

頭

、
と
い
う
優
先
順
位
で
古
い
方
か
ら
新
し
い
も
の
へ
並
べ
替
え
る
こ
と
が
で
き

）
る
。（

［
年
コ
ー
ド
］
は

［
年
月
日
コ
ー
ド
］
の
西
暦
年
部
分
を
切
り
取
っ
て
、

）

、

11

数
値
デ
ー
タ
に
再
変
換
す
る
形
で
生
成
さ
せ
た
（
表
２

。
こ
の
コ
ー
ド
は
、
年
代

）

幅
を
指
定
す
る
形
式
の
検
索
に
使
用
す
る
。

（

［
月
コ
ー
ド

・(
)

［
日
コ
ー
ド
］
も
［
年
コ
ー
ド
］
と
同
じ
。
こ
の
コ

）

］

12

13

ー
ド
は
、
月
や
日
付
で
絞
り
込
む
た
め
に
使
用
す
る
。
ま
た
年
代
を
指
定
し
な
け
れ

ば
、
正
月
や
元
旦
と
い
っ
た
、
特
定
の
月
や
日
付
の
物
価
デ
ー
タ
や
消
費
動
向
を
検

索
、
抽
出
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

[古代・中世都市生活史データベースの構築]……中村太一

入力パターン 年月日・表示用 年月日コード

① 通常パターン 天平宝字2(758)年3月16日 07580003016

② 元年 「日付 年」=1 天平宝字元(757)年3月16日 07570003016

③ 閏月 「日付 閏月」=1 天平宝字2(758)年閏3月16日 07580003516

④ 日付推定 「日付 日付種類」=2 天平宝字2(758)年3月16日？ 07580003016

⑤ 月不明 「日付 月」=空欄 天平宝字2(758)年・(月不明)16日 07580000016

⑥ 日不明 「日付 日」=空欄 天平宝字2(758)年3月 07580003000

⑦ 月日不明 ⑥＆⑦ 天平宝字2(758)年 07580000000

⑧ 元号判明 「日付 年」=空欄 天平宝字年間・3月16日 07659903016

⑨ 元号判明（日付推定） ④＆⑧ 天平宝字年間・3月16日？ 07659903016

⑩ 元号判明（月不明） ⑤＆⑧ 天平宝字年間・(月不明)16日 07659900016

⑪ 元号判明（日不明） ⑥＆⑧ 天平宝字年間・3月 07659903000

⑫ 元号判明（月日不明） ⑦＆⑧ 天平宝字年間 07659900000

⑬ 年代推定 「日付 元号」=空欄 750年頃？・3月16日 07509903016

⑭ 年代推定（日付推定） ④＆⑬ 750年頃？・3月16日？ 07509903016

⑮ 年代推定（月不明） ⑤＆⑬ 750年頃？・(月不明)16日 07509900016

⑯ 年代推定（日不明） ⑥＆⑬ 750年頃？・3月 07509903000

⑰ 年代推定（月日不明） ⑦＆⑬ 750年頃？ 07509900000

表４ 日付データのパターン
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（

［
和
暦
年
コ
ー
ド
］
は
、
例
え
ば
改
元
年
の
物
価
デ
ー
タ
や
消
費
動
向
を

）
14

検
索
、
抽
出
す
る
よ
う
な
使
用
法
を
想
定
し
て
作
成
し
た
。

以
上
、
日
付
パ
ー
ト
に
は
計

の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
う

15

、［

］［

］［

］［

］［

］

ち
実
際
に
入
力
作
業
に
用
い
ら
れ
る
の
は

元
号

年

西
暦
年

閏
月

月

［
日

［
日
付
種
類

［
備
考
］
の
８
項
目
で
あ
る
。
さ
ら
に
［
元
号
］
と
［
備
考
］

］

］

を
除
け
ば
、
数
値
も
し
く
は
マ
ウ
ス
に
よ
る
選
択
で
入
力
で
き
る
。
ま
た
、
備
考
は

ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
入
力
の
必
要
が
な
い
の
で
、
文
字
入
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
事
実
上
［
元
号
］
の
み
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
徹
底
し
て
入
力
作
業
の

省
力
化
を
図
っ
た
。

な
お
当
初
は
年
代
に
つ
い
て
も
、
西
暦
年
を
数
値
デ
ー
タ
で
入
力
し
、
和
暦
年
を

「
西
暦
・
和
暦
Ｄ
Ｂ
」
を
利
用
し
て
入
力
す
る
と
い
う
方
法
も
検
討
し
た
。
入
力
自

体
は
、
よ
り
省
力
化
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
史
料
に
記
載
さ
れ
て

い
る
の
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
和
暦
年
で
あ
り
、
そ
れ
を
入
力
者
が
西
暦
年
に
換
算

し
て
入
力
す
る
の
は
、
か
え
っ
て
煩
雑
に
な
る
う
え
、
間
違
い
の
元
に
も
な
る
と
判

断
し
た
。

「
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
中
心
は
、
次
の
物
価
パ
ー
ト
で
あ
る
。
し
か

し
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
入
力
用
Ｄ
Ｂ
の
な
か
で
、
こ
の
日
付
パ
ー
ト
の
構
築
が
一
番

苦
労
し
た
。
時
間
軸
を
重
視
す
る
歴
史
学
で
は
、
年
月
日
に
関
す
る
様
々
な
検
索
方

法
が
想
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
と
入
力
作
業
の
省
力
化
を
両
立
さ
せ
る
た
め

に
、
コ
ー
ド
な
ど
を
生
成
す
る
計
算
式
や
、
検
索
、
並
べ
替
え
が
う
ま
く
作
動
す
る

か
否
か
に
つ
い
て
、
チ
ェ
ッ
ク
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
稚
拙
な
が
ら
も
、
こ
の
日
付
パ
ー
ト
に
つ
い
て
い
え
ば
、
他
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
作
成
す
る
際
に
流
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
煩
雑
な
が

ら
、
や
や
詳
細
に
報
告
し
た
次
第
で
あ
る
。

物
価
パ
ー
ト

(2)（

［
品
名
］
の
対
象
は
、
売
買
さ
れ
た
モ
ノ
・
サ
ー
ビ
ス
の
名
称
。
労
働
対

）
16

価
の
場
合
、
労
賃
以
外
の
材
料
費
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
そ
の
内
訳
が
は
っ
き
り
し

な
け
れ
ば
功
賃
／
工
賃
で
く
く
っ
た
。
ま
た
品
物
が
複
数
で
、
総
価
格
の
み
が
判
明

す
る
場
合
、
一
件
の
中
に
複
数
の
品
名
を
入
力
し
た
。

こ
の
項
目
で
は
、
史
料
の
用
字
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
よ
り
一
般
的
な
用
字
・
用

語
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
例
え
ば
史
料
に
「
尓
礼
」
と
あ
る
場
合
も

「
楡
」
と

、

入
力
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た

衣
服
・
馬
具
・
食
器
・
茶
道
具
・
釘
・
材
木
・
功
賃

古
代

・
工
賃

中

、

〔

〕

〔

世
〕
な
ど
、
一
部
の
品
目
は
分
類
名
を
記
載
し
た
う
え
で
、
括
弧
内
に
品
名
を
記
す

こ
と
と
し
た
。
例
え
ば
「
功
賃
（
雇
夫

「
工
賃
（
塗
師

」
と
い
っ
た
入
力
の
仕

）
」
、

）

方
で
あ
る

「
絹
（
中
品

」
の
よ
う
に
、
括
弧
内
に
等
級
・
内
容
を
表
す
場
合
も
あ

。

）

る
。
今
回
使
用
し
た
代
表
的
な
分
類
と
、
そ
の
用
例
は
表
５
に
掲
げ
る
。

こ
れ
ら
は
、
品
名
で
検
索
す
る
際
に
一
般
的
な
用
字
・
用
語
で
ヒ
ッ
ト
す
る
よ
う

考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
逆
に
、
例
え
ば
「
○
○
釘
」
の
よ
う
に
、
品
名

の
中
に
分
類
名
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
は
、
括
弧
表
記
を
使
用
し
な
か
っ
た
。
こ
の

場
合

「
釘
」
で
検
索
す
れ
ば
ヒ
ッ
ト
す
る
か
ら
で
あ
り
、
む
し
ろ
入
力
件
数
を
増

、

や
す
た
め
の
省
力
化
を
優
先
し
た
。

た
だ
入
力
を
分
担
し
て
行
っ
た
た
め
、
こ
の
項
目
の
表
記
方
法
は
、
現
時
点
で
は

。

、

統
一
が
と
れ
て
い
な
い
面
が
あ
る

し
か
し
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
時
ま
で
に
改
良
し

さ
ら
に
（

［
品
名

史
料
表
記
］
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
品
名
検
索
の
キ

）
17

ー
ワ
ー
ド
と
し
て
威
力
を
発
揮
す
る
と
考
え
て
い
る
。

（

）［

］
、（

）［

］
、（

）［

］
、（

）

数
量

数
値

数
量

単
位

価
格

数
値

19

20

25

26

［
価
格

単
位
］
で
は
、
デ
ー
タ
間
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
、
基
本
的
に
、
次
の
よ

う
に
単
位
を
統
一
し
た
。

・
度
は

「
尺
」
で
統
一
。

、

・
量
は

「
升
」
で
統
一
。

、

・
衡
は
、
古
代
は
「
両

、
中
世
は
「
匁
」
で
統
一
。
た
だ
し
、
田
舎
目
は
換

」

算
し
な
い
。
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・
面
積
は

「
段
」
で
統
一
。

、

・
銭
は

「
文
」
で
統
一
。

、

（

［
数
量

表
示
用
］
は

［
品
名

［
数
量

史
料
表
記

［
数
量

数
値
］

）

、

］

］

21

［
数
量

単
位
］
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
自
動
生
成
さ
せ
た
。
項
目
計
算
式
は
表
６
、

式
に
従
っ
て
表
示
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

［

］

、［

］

［

］
。

・

数
量

数
値

が
未
入
力
の
場
合
は

品
名

＋

数
量

史
料
表
記

・

数
量

数
値
］
が
入
力
さ
れ
て
い
る
場
合
は

［
品
名
］
＋
［
数
量

史
料

［

、

表
記
］
＋
（

数
量

数
値
］
＋
［
数
量

単
位

。
例
え
ば

「
米
５
斗
（

［

］
）

、

50

升

。
）
」

（

［
価
格

貨
幣
種
類
］
の
対
象
は
、
売
買
さ
れ
た
際
に
対
価
と
し
て
支
払

）
22

わ
れ
た
財
の
名
称

［
品
名
］
と
同
様
に
、
史
料
の
用
字
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
一

。

般
的
な
用
字
・
用
語
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
例
え
ば
「
○
○
国
稲
」
や
「
私
稲
」

は

「
稲
」
に
統
一
し
た
。

、ま
た
一
つ
の
品
に
対
し
、
二
種
類
以
上
の
貨
幣
が
対
価
と
な
る
場
合
、
貨
幣
ご
と

に
デ
ー
タ
を
入
力
し
た
。
そ
の
際
、
備
考
欄
に
「
下
の
［
貨
幣
種
類
］
＋
［
数
値
］

と
合
わ
せ
て

「
上
の
［
貨
幣
種
類
］
＋
［
数
値
］
と
合
わ
せ
て
」
と
記
し
た
う
え

」
、

で

［
価
格

数
値
］
欄
に
入
力
せ
ず
、
単
価
計
算
を
さ
せ
な
か
っ
た
。

、（

［
価
格

表
示
用
］
も

［
貨
幣
種
類

［
価
格

史
料
表
記

［
価
格

数

）

、

］

］

27

値

［
価
格

単
位
］
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
自
動
生
成
。
項
目
計
算
式
は
表
６
、
式

］
に
従
っ
て
表
示
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

［

］

、［

］

［

］
。

・

価
格

数
値

が
未
入
力
の
場
合

貨
幣
種
類

＋

価
格

史
料
表
記

・

価
格

数
値
］
が
入
力
さ
れ
て
い
る
場
合
は

［
貨
幣
種
類
］
＋
［
価
格

［

、

史
料
表
記
］
＋
（

価
格

数
値
］
＋
［
価
格

単
位

。
例
え
ば

「
銭
１

［

］
）

、

貫
（
１
０
０
０
文

。
）
」

（

［
単
価

計
算
値
］
は

［
数
量

数
値
］
と
［
価
格

数
値
］
の
デ
ー
タ

）

、

29

を
も
と
に
自
動
計
算
。
項
目
計
算
式
は
表
６
、
式
に
従
っ
て
入
力
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

[古代・中世都市生活史データベースの構築]……中村太一

分類 用 例

衣服 単・襪・浄衣・水干・直垂・半臂・小袖・袴・沓・烏帽子・被物・舞装束など

袈裟 平袈裟・白五帖・五条・牡丹唐草文・藤の丸浮大文など

馬具 鞍・鐙など

食器 折敷・瓶・皿・銚子・土器・三度入・五度入など

釘 一連七寸・二連・三連七寸・五連七寸など

畳 大文・小文・更指・上高麗・布高麗・白縁・面替など

運賃 駄賃・車力・脚力・船賃・川船など

材木 柱・猿頭・垂木・瓦木・冠木・鴨居・敷居・簀子・檜榑・松板・真木板・杉柾板など

造営 玉垣・塀・門・鳥居・廻廊・堂・殿・屋・鐘楼・多宝塔・橋・舞台など

功賃 【古代】養飼馬・運丁・運車・石工・銅工・竹工・修理・作功・開田・採木・山作・彩色など

工賃 【中世】大工作料・番匠作料・漆塗料・糸染料・袈裟縫料・絵書料・鋳師作料・手間料など

写紙 注・結願・麁・疏・律など

造紙 表紙・継打・堺打・打紙・継紙・端切并緒軸着・願文など

布施 法会・転読・誦経・悔過・仏名懺悔・御影供・舎利講・斎会助修料・修善諷誦料など

絹 錦・綾・羅・移花・繧繝・高麗など

幣帛 玉・鈴・鏡・五色など

表５ 品名分類の例
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・

価
格

数
値
］
が
未
入
力
の
場
合
は

「
０
」
を
入
力
。

［

、

［

］

、［

］

。

・

数
量

数
値

が
未
入
力
の
場
合
は

価
格

数
値

を
そ
の
ま
ま
入
力

・
共
に
入
力
さ
れ
て
い
る
場
合
は

［
価
格

数
値
］
を
［
数
量

数
値
］
で

、

除
し
て
算
出
。

（

［
単
価

表
示
用
］
も

［
貨
幣
種
類

［
単
価

史
料
表
記

［
単
価

計

）

、

］

］

30

算
値
］
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
自
動
生
成
。
項
目
計
算
式
は
表
６
、
式
に
従
っ
て
表
示

さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・

単
価

計
算
値
］
が
「
０
」
の
場
合
（
事
実
上
の
未
入
力
）
は

［
貨
幣
種

［

、

類
］
＋
［
単
価

史
料
表
記
］

・

単
価

計
算
値
］
が
「
０
」
よ
り
も
大
き
い
場
合
（
事
実
上
の
入
力
）
は
、

［［
貨
幣
種
類
］
＋
［
単
価

史
料
表
記
］
＋
（

単
価

計
算
値
］
＋
［
価
格

［

］

「

」

［

］
）
。

、「

（

）
」
。

単
位

＋

／

＋

数
量

単
位

例
え
ば

銭

文

文
／
升

20

20

（

［
場
所

国
名
］
は
、
令
制
国
名
を
「
○
○
国
」
ま
で
入
力
。
ま
た
、
大

）
31

倭
国
→
大
和
国
、
山
背
国
→
山
城
国
の
よ
う
に
表
記
に
変
遷
が
あ
っ
て
も
、
標
準
国

名
に
統
一
し
た
。
同
じ
く
（

［
場
所

都
市
名
］
も
、
古
代
は
平
城
京
・
平
安

）
32

京
・
恭
仁
京
、
中
世
は
奈
良
・
京
都
に
統
一
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
物
価
パ
ー
ト
は
項
目
自
体
が
多
い
う
え
に
、
自
動
化
で
き
る
項
目

が
少
な
く
、
自
由
記
述
形
式
の
文
字
入
力
項
目
が
多
く
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
特
に

品
名
関
係
項
目
の
入
力
方
法
に
混
乱
を
き
た
し
て
お
り
、
公
開
前
に
記
述
の
統
一
や

全
体
の
整
合
性
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

史
料
パ
ー
ト

(3)（

［
同
一
史
料
デ
ー
タ
］
は

「
値
集
合
」
を
利
用
し
て

「
あ
り
」
か
「
な

）

、

、

41

し
」
を
、
マ
ウ
ス
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
設
定
し
た
。

一
つ
の
史
料
に
は
、
数
種
類
の
取
引
が
一
括
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ま
ま

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
で
は
一
件
一
件
を
別
の
レ
コ
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表６ 物価・備考パートの項目計算式

項目 項目計算式

#条件選択([物価 数量 数値]=0,[物価 品名]+[物価 数量 史料表記],[物価 数量 数
Ｆ数 量 表 示 用 値]>0,[物価 品名]+"・"+[物価 数量 史料表記]+"("+#文字列(#四捨五入([物価 数

量 数値],3))+[物価 数量 単位]+")")

#条件選択([物価 価格 数値]=0,[物価 価格 貨幣種類]+[物価 価格 史料表記],[物
Ｉ価 格 表 示 用 価 価格 数値]>0,[物価 価格 貨幣種類]+"・"+[物価 価格 史料表記]+"("+#文字列

(#四捨五入([物価 価格 数値],3))+[物価 価格 単位]+")")

#条件選択([物価 価格 数値]=0,0,[物価 数量 数値]=0,[物価 価格 数値],[物価 価
Ｊ単 価 計 算 値 格 数値]>0,[物価 価格 数値]÷[物価 数量 数値],[物価 数量 数値]>0,[物価 価格

数値]÷[物価 数量 数値])

#条件選択([物価 単価 計算値]=0,[物価 価格 貨幣種類]+[物価 単価 史料表記],
[物価 単価 計算値]>0,[物価 価格 貨幣種類]+"・"+[物価 単価 史料表記]+

Ｋ単 価 表 示 用
"("+#文字列(#四捨五入([物価 単価 計算値],3))+[物価 価格 単位]+"/"+[物価 数
量 単位]+")")

Ｐ場 所 表 示 用 [物価 場所 国名]+[物価 場所 都市名]+[物価 場所 詳細地名]

#条件選択([日付 備考]="" .and [物価 備考]="" .and [史料 備考]="","",[日付
備考]="" .and [物価 備考]="",[史料 備考],[日付 備考]="" .and[史料 備考]="",
[物価 備考],[物価 備考]="" .and [史料 備考]="",[日付 備考],[日付

備考パート
備考]="",[物価 備考]+" "+[史料 備考],[物価 備考]="",[日付 備考]+" "+[史料
備考],[史料 備考]="",[日付 備考]+" "+[物価 備考],1,[日付 備考]+" "+[物価
備考]+" "+[史料 備考])
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ー
ド
と
し
て
取
り
扱
う
ほ
か
な
い
。
し
か
し
史
料
の
文
脈
に
よ
っ
て
は
、
複
数
の
取

引
が
ま
と
め
て
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
う

る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は

「
あ
り
」
と
表
示
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
注
意
を
喚

、

起
す
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
、
こ
の
同
一
史
料
対
策
と
し
て
は
、
史
料
毎
に
コ
ー
ド
番
号
を
割
り
振
る
な

ど
の
方
法
で
、
検
索
や
識
別
を
行
う
こ
と
も
考
え
た
。
よ
り
利
便
性
が
高
く
な
る
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
複
数
の
入
力
者
が
分
担
す
る
現
状
で
は
非
現
実
的
で
あ
る
こ

と
、
史
料
全
体
の
文
脈
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
だ
け
で
理
解
す
る
の
は
危
険
で
あ
り
、
結

局
の
と
こ
ろ
史
料
自
体
に
立
ち
戻
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
史
料
が

同
一
で
あ
れ
ば
年
月
日
も
同
一
で
あ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
年
月
日
で
検
索
し
て

も
ら
え
ば
よ
い
こ
と
な
ど
の
点
か
ら
、
労
多
く
し
て
益
少
な
し
と
判
断
し
、
取
り
や

め
た
。

（

［
史
料

備
考
］
で
は
、
他
史
料
参
照
を
示
し
た
い
場
合
に

『
大
日
本
古

）

、

42（

）
』

「

」
、『

』

「

」
、『

』

「

」
、

文
書

編
年

→

大
日
古

平
安
遺
文

→

平

鎌
倉
遺
文

→

鎌

『
教
王
護
国
寺
文
書
』
→
「
教
王

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
→
「
大
乗
」
と
い
っ

」
、

た
略
号
を
用
い
た
。

備
考
パ
ー
ト

(4)備
考
パ
ー
ト
は

［
備
考
］
の
一
項
目
だ
け
で
あ
る
。
上
記
の
各
パ
ー
ト
の
最
後

、

に
設
け
ら
れ
て
い
る
備
考
欄
の
記
述
を
、
こ
の
全
体
備
考
欄
で
連
結
し
て
自
動
的
に

に
表
示
さ
れ
る
よ
う
設
定
し
た
（
表
６

。
こ
の
項
目
は
、
公
開
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

）

［
備
考
］
と
し
て
表
示
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

入
力
用
フ
ォ
ー
ム

(5)桐
を
利
用
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
基
礎
と
な
る
の
は
、
一
覧
表
形
式
の
「
Ｔ
Ｂ
Ｌ

フ
ァ
イ
ル
」
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
こ
の
表
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
表
示
さ
せ

る
と
非
常
に
見
づ
ら
い
し
、
ま
た
直
接
入
力
し
て
い
く
と
い
う
の
は
作
業
が
か
な
り

や
り
づ
ら
い
。
作
業
が
や
り
づ
ら
い
と
効
率
が
落
ち
、
デ
ー
タ
入
力
も
は
か
ど
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
自
動
生
成
さ
せ
る
項
目
は
、
人
間
が
手
で
入
力
す
る
必
要
は
な
い
（
直
接
入

力
・
修
正
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
）
し
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
作
業
中
に
見
る
必
要

も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
自
動
生
成
項
目
の
ほ
と
ん
ど
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
に
表

示
さ
せ
る
必
要
さ
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

「
Ｔ
Ｂ
Ｌ
フ
ァ
イ
ル
」
に
入
力
す
る
た

、

め
の
画
面
を
、
桐
の
フ
ォ
ー
ム
機
能
を
使
っ
て
作
成
し
た
。
一
件
の
デ
ー
タ
に
つ
き

１
ペ
ー
ジ
と
い
う
カ
ー
ド
形
式
の
画
面
（
図
１
）
で
、
入
力
者
は
、
実
際
に
は
こ
の

画
面
を
使
っ
て
入
力
す
る
。

デ
ー
タ
集
約
シ
ス
テ
ム

(6)

、

。

実
際
の
入
力
用
Ｄ
Ｂ
は

一
台
だ
け
の
パ
ソ
コ
ン
で
稼
働
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
い

複
数
の
入
力
担
当
者
が
お
り
、
分
散
的
に
入
力
作
業
を
進
め
た
方
が
効
率
的
だ
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
た
め

①
空
の
入
力
用
Ｄ
Ｂ
フ
ァ
イ
ル

②
入
力
画
面
用
フ
ァ
イ
ル

③

西

、

、

、

「

暦
・
和
暦
Ｄ
Ｂ
」
の
三
つ
の
デ
ー
タ
を
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
コ
ピ
ー
し
、
入
力

分
担
者
に
は
、
こ
れ
に
入
力
し
て
も
ら
う
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
そ
し
て
一
定
程

度
の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
た
ら
、
入
力
済
み
Ｆ
Ｄ
と
未
入
力
Ｆ
Ｄ
を
交
換
し
、
と
り

ま
と
め
役
が
、
入
力
済
み
Ｆ
Ｄ
か
ら
入
力
用
Ｄ
Ｂ
に
デ
ー
タ
を
集
約
す
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
を
作
っ
た
。

た
だ
、
と
り
ま
と
め
役
も
入
力
分
担
者
も
毎
日
勤
務
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
実
際
に
は
す
れ
違
う
こ
と
も
多
々
あ
る
。
こ
の
た
め
作
業
デ
ス
ク
に
、
①
未
入

力
Ｆ
Ｄ
用
、
②
入
力
済
Ｆ
Ｄ
用
、
③
集
約
済
Ｆ
Ｄ
用
、
と
い
う
三
つ
の
Ｆ
Ｄ
ケ
ー
ス

を
用
意
し
、
と
り
ま
と
め
役
が
在
席
し
て
い
な
く
て
も
、
入
力
分
担
者
が
Ｆ
Ｄ
の
交

換
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
行
う
た
め
に
は
、
と
り
ま
と

め
役
が
未
入
力
Ｆ
Ｄ
を
作
成
し
、
ケ
ー
ス
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
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<<先頭へ < 前へ 次へ > 新規>>

年 ( ) 月 日 日付種類

日 付 （ ）年

購入品

代 価

単 価

場 所 都市名

関係者

史 料

日付表示

貨幣(史料)

図１　「入力フォーム」のイメージ

物価データベース【入力フォーム】

数量単位

品名(史料)

閏月西暦年

価格単位

日付コード

同一史料データ

詳細地名

売却・領収

史料群

購入・支払

国名

単価(史料) ＊＊＊＊＊

史料備考

刊本

史料名

物価備考

価格(史料)

貨幣種類

数量(数値)

元号

数量(史料)

品名

日付備考

＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊

単価表示

価格表示

数量表示

価格(数値)

**********

＊＊＊＊＊
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た
入
力
済
Ｆ
Ｄ
が
届
い
た
際
に
は
、
そ
の
デ
ー
タ
を
入
力
用
Ｄ
Ｂ
に
取
り
込
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
ミ
ス
も
起
き
や
す

い
。
未
入
力
Ｆ
Ｄ
の
作
成
に
失
敗
し
た
場
合
に
は
、
入
力
作
業
に
支
障
が
出
る
。
さ

ら
に
問
題
な
の
は
、
デ
ー
タ
取
り
込
み
の
失
敗
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
そ
の
入
力
済

Ｆ
Ｄ
の
デ
ー
タ
を
取
り
込
む
こ
と
に
失
敗
す
る
ケ
ー
ス
と
、
Ｆ
Ｄ
内
や
集
約
済
み
の

デ
ー
タ
を
壊
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
た
。
後
者
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
悪

い
事
態
と
な
る
。

こ
れ
ら
を
避
け
る
た
め
、
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク
で
あ
る
未
入
力
Ｆ
Ｄ
の
作
成
や
入

力
デ
ー
タ
の
取
り
込
み
は
、
桐
の
「
一
括
処
理
」
機
能
を
用
い
て
自
動
化
す
る
こ
と

と
し
た
。
そ
の
際
に
用
い
た
「
一
括
処
理
」
フ
ァ
イ
ル
の
内
容
は
、
表
７
の
通
り
で

あ
る
。

な
お
、
こ
う
い
っ
た
事
態
の
発
生
を
想
定
し
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
自
動
化
す

る
と
い
う
対
策
を
取
っ
た
の
は
、
と
り
ま
と
め
役
の
交
代
が
あ
り
得
る
こ
と
を
懸
念

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
当
初
は
、
筆
者
自
身
が
設
計
か
ら
入
力
指
揮
ま
で
一
貫

し
て
行
う
予
定
だ
っ
た
。
つ
ま
り
筆
者
自
身
が
、
デ
ー
タ
を
消
去
し
て
し
ま
う
な
ど

の
大
き
な
ミ
ス
を
し
で
か
す
こ
と
を
怖
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�
ዝ�

入
力
作
業
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
と
入
力
用
Ｄ
Ｂ
の
問
題
点

(1)前
節
に
お
い
て
、
各
項
目
の
設
計
仕
様
と
入
力
ル
ー
ル
を
説
明
し
た
。
し
か
し
、

特
に
入
力
ル
ー
ル
は
作
業
開
始
の
段
階
で
全
て
決
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
、
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
入
力
作
業
を
進
め
る
う
ち
に
問
題

点
が
浮
上
し
、
記
述
の
方
法
な
ど
に
改
良
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

、［

］

。

、

そ
の
代
表
例
が

品
名

記
述
の
方
法
で
あ
る

入
力
作
業
を
進
め
て
み
る
と
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行 コ マ ン ド 列

１ ＊　　　　　物価ＤＢ　未入力ＦＤ作成

２ ＊

３ ファイル複写 "C:\物価DB\入力フォーマット\物価DB_入力用.tbl","A:\物価DB_入力用.tbl"

４ ファイル複写 "C:\物価DB\入力フォーマット\物価DB_入力用.wfm","A:\物価DB_入力用.wfm"

５ ファイル複写 "C:\物価DB\入力フォーマット\西暦-和暦.tbl","A:\西暦-和暦.tbl"

１ ＊　　　　　物価ＤＢ　ＦＤデータ読込

２ ＊

３ 表 "C:\物価DB\物価DB.tbl"

４ 読み込み 表,条件名="FD移植"

５ 表

６ ファイル削除 "C:\物価DB\物価DB.BAK"

未
入
力
Ｆ
Ｄ
作
成

入
力
デ
ー
タ
取
り
込
み
用

表７ 入力用ＤＢに使用した一括処理ファイルの内容
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史
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
品
名
は
、
史
料
毎
の
個
性
も
あ
り
、
同
種
の
も
の
で
も
名

称
が
多
様
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
。
ま
た
、
建
築
部
材
な
ど
は
一
種
類
ご
と

の
品
名
で
検
索
す
る
ケ
ー
ス
が
確
実
に
考
え
ら
れ
る
一
方

「
材
木
」
と
い
っ
た
分

、

類
で
検
索
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
得
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め

［
品
名
］
は
「
分
類
名
＋
（
品
名

」
で
入
力
す
る
こ
と
や
、
一
般
的

、

）

な
用
字
・
用
例
で
入
力
す
る
［
品
名
］
と
、
史
料
の
用
字
・
用
例
に
従
っ
て
入
力
す

る
［
品
名

史
料
表
記
］
を
別
立
て
に
す
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
た
。

こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
充
実
に
つ
な
が
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し

、

。

か
し

も
と
も
と
の
設
計
が
甘
か
っ
た
の
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い

ま
た
入
力
の
指
揮
を
と
っ
た
筆
者
が
、
入
力
現
場
か
ら
の
注
文
に
場
当
た
り
的
に
対

応
し
て
い
っ
た
た
め
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
品
名
の
記
述
方
法
な
ど
に
混
乱
を
き

た
す
元
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
ら
の
点
は
大
き
な
反
省
点
で
あ
る
。
当
初
か
ら
公
開
時
の
利
用
法
、
特
に
検

索
に
使
わ
れ
る
品
目
や
品
名
を
厳
密
に
考
え
て
お
け
ば
、
避
け
ら
れ
た
は
ず
の
問
題

だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
言
い
訳
を
さ
せ
て
も
ら
え
ば
、
古
代
や
中
世
の
史
料
に
実
際

に
登
場
す
る
、
品
目
や
品
名
の
類
型
が
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
だ
け
が
予
想

さ
れ
、
事
前
に
設
定
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

こ
の
他
に
、
入
力
で
き
な
い
漢
字
に
つ
い
て
は
「
※
」
を
付
け
て
平
仮
名
で
入
力

す
る
と
い
う
方
法
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
公
開
を
前
提
と
し
た
場
合
に
は

失
敗
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
※
」
記
号
は
機
種
依
存
文
字
で
、
Ｏ
Ｓ
や
機
種
が
異
な
る

と
正
確
に
表
示
で
き
な
い
可
能
性
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
筆
者
が

入
力
者
に
明
確
に
指
示
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
一
部
に
使
用
さ
れ
て
い
る
、

「

・

」
記
号
や

「
①
」
な
ど
の
丸
数
字
も
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

『
」
「
』

、

入
力
用
Ｄ
Ｂ
の
改
良
案

(2)ま
ず
第
一
に
、
機
種
依
存
文
字
の
使
用
な
ど
は
完
全
に
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

、

、「

」

「

」
、

た
だ
し
こ
れ
に
つ
い
て
は

一
括
置
換
機
能
を
用
い
る
な
ど
し
て

※

は

＊

丸
数
字
は
通
常
の
数
字
に
、
ま
た
「

」
な
ど
は
消
去
す
る
、
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な

『

方
法
で
解
決
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

大
き
な
改
良
と
そ
の
た
め
の
作
業
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
品
名
な
ど

に
関
す
る
項
目
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
表
記
を
変
更
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
デ

ー
タ
か
ら
生
成
さ
せ
る
形
で
、
項
目
そ
の
も
の
を
増
や
し
て
い
く
方
法
を
と
り
た
い

（
表
８

。
こ
れ
は
公
開
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
い
て
、
検
索
す
る
方
法
を
多
様
化
さ

）

せ
た
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
表
８
お
よ
び
表

で
は
、
表
１
と
の
対
応
関
係
を
分
か

10

り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
追
加
予
定
項
目
は
枝
番
を
割
り
振
っ
て
あ
る
。

ま
ず
品
名
関
係
で
あ
る
が
、
現
状
の
品
名
関
係
項
目
は
［
品
名
］
と
［
品
名

史

］

。

、［

］
、［

］
、

料
表
記

の
二
つ
の
み
で
あ
る

こ
れ
を

品
目

大
分
類

品
目

小
分
類

［
品
名

［
品
名

史
料
表
記
］
の
四
項
目
に
分
け
る
。
そ
の
入
力
内
容
例
の
原
案

］
、

は
、
表
９
に
示
し
た
。
た
だ
し
表
９
は
、
現
在
の
入
力
デ
ー
タ
を
ざ
っ
と
眺
め
て
作

っ
た
、
文
字
通
り
の
原
案
で
あ
る
。
改
良
作
業
の
な
か
で
、
実
際
に
は
小
分
類
、
特

に
「
そ
の
他
」
の
大
分
類
に
入
る
小
分
類
が
も
っ
と
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
大
分
類
の
追
加
が
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
他
に
も
、
公
開

用
Ｄ
Ｂ
で
の
表
示
用
に
大
分
類
と
小
分
類
を
連
結
し
た

品
目

項
目
を
作
り

大

［

］

、「

分
類
／
小
分
類
」
と
い
う
表
示
方
法
を
取
り
た
い
。

貨
幣
関
係
項
目
の
内
容
は
品
名
ほ
ど
多
様
で
は
な
い
の
で
、
表
記
や
入
力
ル
ー
ル

を
統
一
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
品
名
と
同
様
に
、
選
択
型
の
検
索
が

で
き
る
と
便
利
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
新
た
に
［
貨
幣
分
類
］
項
目
も
付
け

。

、「

」「

（

）
」「

」「

」

加
え
た
い

分
類
は

銭
貨
・
紙
幣

貴
金
属

銭
貨
以
外

穀
物

繊
維

「
そ
の
他
」
く
ら
い
で
ほ
ぼ
カ
バ
ー
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
以
上
の
品
名
関
係
四
項
目
お
よ
び
貨
幣
関
係
三
項
目
を
連
結
し
た
［
品
名

・
貨
幣
キ
ー
ワ
ー
ド
］
項
目
を
設
け
、
品
名
や
貨
幣
を
対
象
と
し
た
フ
リ
ー
キ
ー
ワ

ー
ド
検
索
に
備
え
た
い
。
当
初
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
も
あ
る
が
、
例
え
ば

穀
物
類
や
繊
維
類
は
品
名
に
登
場
す
る
ケ
ー
ス
と
、
貨
幣
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場

合
と
が
混
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
を
同
時
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
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必
要
が
あ
ろ
う
。

、［

］
［

］

同
様
に

史
料
名

・

史
料
群

・

刊
本
］
の
デ
ー
タ
を
連
結
し
た

［
［

］

、

史
料

表
示
用

項
目
も
作
っ
て

フ
リ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
と
と
も

に
、
公
開
Ｄ
Ｂ
の
史
料
表
示
用
に
備

え
た
い
。

さ
ら
に
公
開
用
Ｄ
Ｂ
の
た
め
に

は
、
デ
ー
タ
一
件
一
件
に
コ
ー
ド
を

割
り
振
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
と

考
え
て
い
る
。
Ｗ
Ｗ
Ｗ
に
よ
る
公
開

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
経
験
が
な
い

の
で
技
術
面
の
細
部
は
分
か
ら
な
い

が
、
デ
ー
タ
一
件
一
件
を
識
別
す
る

も
の
と
し
て
、
あ
っ
て
困
る
代
物
で

は
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
公
開
Ｄ

Ｂ
構
築
者
の
方
で
必
要
と
し
な
け
れ

ば
、
項
目
ご
と
削
除
し
て
も
ら
え
ば

よ
い
か
ら
で
あ
る
。

、［

］

具
体
的
に
は

レ
コ
ー
ド
番
号

と
［
デ
ー
タ
コ
ー
ド
］
の
二
項
目
を

設
け
て
、
一
括
生
成
さ
せ
る
方
法
が

考
え
ら
れ
る

［
レ
コ
ー
ド
番
号
］

。

は

置
換
機
能
の
中
で
桐
関
数
の

行

、

「

番
号
」
を
使
い
、
一
括
し
て
番
号
を

割
り
当
て
る
。
こ
れ
は
数
値
デ
ー
タ

と
な
る

［
デ
ー
タ
コ
ー
ド
］
は
、

。

こ
の
［
レ
コ
ー
ド
番
号
］
の
数
値
を
文
字
列
に
変
換
し
、
６
桁
の
数
字
列
と
し
て
自

動
生
成
す
る
。
６
桁
な
ら
ば
、
一
〇
〇
万
件
未
満
ま
で
対
応
で
き
る
の
で
、
当
面
の

間
は
大
丈
夫
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
、
入
力
用
Ｄ
Ｂ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
関
す
る
改
良
案
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

伴
っ
て
入
力
用
画
面
や
、
デ
ー
タ
集
約
シ
ス
テ
ム
の
改
良
に
も
取
り
組
ま
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
今
後
も
研
究
事
業
の
一
環
と
し
て
、
デ
ー
タ
の
追
加
が
行
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

公
開
用
Ｄ
Ｂ
に
関
す
る
提
案

(3)現
在
の
と
こ
ろ
「
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
、
歴
博
の
サ
ー
バ
ー
を
用
い

、

。

、

て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
す
る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
る

そ
こ
で
こ
こ
で
は

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
形
式
で
表
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
「
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
の
検
索

方
法
や
画
面
構
成
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
お
お
ま
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
提
案
し
て
み
た

い
。公

開
用
Ｄ
Ｂ
は
、
①
検
索
画
面
、
②
検
索
結
果
一
覧
、
③
詳
細
デ
ー
タ
表
示
画
面

の
三
種
類
の
画
面
（
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
）
で
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

《
検
索
》
画
面
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
図
２
に
示
し
た
。
原
則
と
し
て
は
、
図
に
示
し

た
全
て
の
条
件
を
指
定
す
る
こ
と
で
十
二
分
に
絞
り
込
め
る
一
方
、
一
部
あ
る
い
は

一
項
目
だ
け
の
条
件
を
入
力
し
て
、
広
範
囲
に
網
を
か
け
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
ヒ
ッ
ト
し
た
デ
ー
タ
が
多
す
ぎ
る
場
合
は
、
サ
ー

バ
ー
や
通
信
回
線
に
負
荷
が
か
か
り
、
結
果
と
し
て
自
他
の
利
用
者
に
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
う
と
い
う
事
態
も
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
、
一
定
程
度
（
例
え

）

、

、

ば
二
〇
〇
件

を
超
え
る
デ
ー
タ
に
ヒ
ッ
ト
し
た
場
合
は

即
座
に
処
理
を
中
断
し

「
ヒ
ッ
ト
件
数
が
○
○
件
を
超
え
ま
し
た
。
検
索
条
件
を
付
け
加
え
て
、
再
度
検
索

し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
ペ
ー
ジ
を
表
示
す
る
よ
う
、
設
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。

各
検
索
項
目
に
用
い
る
デ
ー
タ
項
目
に
つ
い
て
は
、
表

に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

10

[古代・中世都市生活史データベースの構築]……中村太一

項 目 名 形式 入力方法 備 考

0-1 レコード番号 数値 自動(桐関数) 桐関数「#行番号」を使用。

0-2 データコード 文字 自動(0-1) データ毎のコードナンバー(６桁)。

15-1 物価 品目 大分類 文字 選択 「繊維製品」など。

15-2 物価 品目 小分類 文字 選択 「絹」「布」「糸」「綿」など。

15-3 物価 品目 表示用 文字 自動(15-1～15-2) 公開ＤＢ表示用。「繊維製品/絹」など。

21-1 物価 価格 貨幣分類 文字 選択 「銭貨・紙幣」「穀物」「繊維」など。

36-1 物価 品名・貨幣キーワード 文字 自動(15-1～15-2,16,17,22,23) フリーキーワード検索用。

41-1 史料 表示用 文字 自動(38～40) 公開ＤＢ表示・フリーキーワード検索用。

表８ 入力用ＤＢの追加項目(案)
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大分類 小分類

稲・穀・米 稲関係のみ

穀物類 麦・粟・稗など

野菜・果物 穀物を除く植物性食品

海産物 魚貝類

肉製品 鳥類・哺乳類の肉製品

その他

絹 錦・綾・羅など絹糸を用いた織物

布 植物性のもの

糸

綿

その他

衣服 単・小袖・水干・直垂・半臂・袴など着物の類

衣料品 沓・烏帽子など

袈裟・法衣 仏教関係の衣料品

その他 舞装束など特殊用途の衣料品

食器 折敷・瓶・皿・銚子など

生活雑貨 鍋・釜など

家具類

文房具 筆・硯・紙など

武具・馬具 鞍・鐙・弓・刀など

その他

田畑 耕作地

家地等 耕作地以外

建物 既に存在する建築物の売買

その他

材木

釘

畳

瓦

建築物造営 新築に要する費用のみ

その他

功賃 古代

工賃 中世

運賃 人・物の輸送に関わる代金

写紙

造紙

その他

布施

幣帛

その他

その他

生活用品

建築・部材

食料

繊維製品

土地・不動産

衣料

労賃等

表９ 品名関係項目の分類例（案）

品 物 適 用 例
品 目
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年
月
日
検
索
の
範
囲
指
定
は
、
前
の
入
力
項
目
を
ａ
、
後
を
ｂ
と
す
る
と
「
ａ
≦
抽

出
デ
ー
タ
≦
ｂ

と
い
う
数
式
で

そ
れ
ぞ
れ

年
コ
ー
ド

和
暦
年
コ
ー
ド

月

」

、

［

］［

］［

コ
ー
ド

［
日
コ
ー
ド
］
か
ら
検
索
す
る

【
元
号
】
は
、
Ｄ
Ｂ
の
［
元
号
］
と
完
全

］

。

に
一
致
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

品
目
検
索
は
、
大
分
類
項
目
の
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば

「
食
料

「
繊
維
製
品
」
な
ど

、

」

の
選
択
リ
ス
ト
が
示
さ
れ
、
小
分
類
項
目
は
、
例
え
ば
大
分
類
で
「
食
料
」
が
選
択

さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
小
分
類
で
あ
る
「
稲
・
穀
・
米

「
穀
物
類
」
な
ど
が
リ

」

ス
ト
に
表
示
さ
れ
る
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
選
択
形
式
の
検
索

方
法
は
、
例
え
ば
「
研
究
者
人
材
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（h
t
t
p
:
/
/
j
r
e
c
i
n
.
j
s
t
.
g
o
.
j
p

」

/

）
で
採
用
さ
れ
て
お
り
、
研
究
分
野
で
「
人
文
科
学
」
を
選
べ
ば
、
詳
細
分
類
選

択
で
「
語
学

「
史
学

「
哲
学

「
そ
の
他
」
な
ど
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

」

」

」

い
る
。
貨
幣
分
類
も
同
じ
で
あ
る
が
、
分
類
が
一
種
類
し
か
な
い
だ
け
、
よ
り
単
純

な
も
の
に
な
ろ
う
。

【
品
名
・
貨
幣

【
地
域

【
史
料
】
は
、
フ
リ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
と
す
る
。
し

】

】

た
が
っ
て
、
検
索
条
件
と
の
完
全
一
致
で
は
な
く
、
利
用
者
が
入
力
し
た
語
を
一
部

で
も
含
む
デ
ー
タ
を
全
て
拾
い
出
す
こ
と
と
す
る
。
活
用
す
る
Ｄ
Ｂ
項
目
は

［
品

、

名
・
貨
幣
キ
ー
ワ
ー
ド

［
場
所

表
示
用

［
史
料

表
示
用
］
で
あ
る
。

］

］

こ
の
よ
う
に
し
て
抽
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
一
覧
を
、
次
の
《
検
索
結
果
一
覧
》
画

面
で
表
示
す
る
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
図
３
の
通
り
で
あ
る
。

絞
り
込
み
検
索
は
、
先
の
一
次
検
索
で
絞
り
込
ま
れ
た
も
の
に
、
さ
ら
に
条
件
を

付
け
加
え
て
絞
り
込
ん
で
い
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
先
の
検
索
画
面

と
全
く
同
じ
項
目
を
用
意
す
る
。
た
だ
し
検
索
対
象
は
、
一
次
検
索
で
絞
り
込
ま
れ

た
デ
ー
タ
だ
け
と
な
る
。

、

。

デ
ー
タ
一
覧
は

時
期
と
取
引
内
容
が
確
認
で
き
る
程
度
の
も
の
で
よ
い
だ
ろ
う

理
論
上
は
い
く
ら
で
も
項
目
を
表
示
で
き
る
が
、
こ
の
段
階
で
多
数
の
項
目
を
並
べ

て
も
見
づ
ら
い
だ
け
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
利
用
者
側
の
表
示
が
遅
く
な
る

と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
の
方
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て

【
コ
ー
ド

【
年

、

】

[古代・中世都市生活史データベースの構築]……中村太一

西暦年

和暦年 元号 （全角） 年～

月

日

品目(大分類) ▼ ▼

貨幣分類 ▼

品名・貨幣

地域

史料

検 索 クリア

《 都市生活史データベース 》

年（半角数字）

図２　「検索」画面のイメージ

（自由記述・全角）

（自由記述・全角）

（自由記述・全角）

年（半角数字）年～

選んで下さい品目(小分類) 

日～

月～

選んで下さい

選んで下さい

月（半角数字）

日（半角数字）
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国立歴史民俗博物館研究報告

第113集2004年３月

「検索」用 「結果一覧」 「詳細データ」 ダウンロード用 公開ＤＢへの
データ 画面表示用 画面表示用 デ ー タ 移植データ

0-1 レコード番号

0-2 データコード ○ ○ △ ○

１ 日付 元号 ○ ○

２ 日付 年

３ 日付 和暦年

４ 日付 西暦年

５ 日付 閏月

６ 日付 月

７ 日付 日

８ 日付 日付種類 ○ ○

９ 日付 年月日 表示用 ○ ○ △ ○

10 日付 年月日コード △ △

11 日付 年コード ○ ○

12 日付 月コード ○ ○

13 日付 日コード ○ ○

14 日付 和暦年コード ○ ○

15 日付 備考

15-1 物価 品目 大分類 ○ ○

15-2 物価 品目 小分類 ○ ○

15-3 物価 品目 表示用 ○ ○

16 物価 品名

17 物価 品名 史料表記 ○ △ ○

18 物価 数量 史料表記

19 物価 数量 数値 △ △

20 物価 数量 単位 △ △

21 物価 数量 表示用 ○ ○ ○

21-1 物価 価格 貨幣分類 ○

22 物価 価格 貨幣種類

23 物価 価格 貨幣種類 史料表記 ○ △ ○

24 物価 価格 史料表記

25 物価 価格 数値 △ △

26 物価 価格 単位 △ △

27 物価 価格 表示用 ○ ○ ○

28 物価 単価 史料表記 △ △

29 物価 単価 計算値

30 物価 単価 表示用 ○ ○

31 物価 場所 国名

32 物価 場所 都市名

33 物価 場所 詳細地名

34 物価 場所 表示用 ○ ○ ○

35 物価 購入・支払者 ○ ○

36 物価 売却・領収者 ○ ○

36-1 物価 品名・貨幣キーワード ○ ○

37 物価 備考

38 史料 史料名

39 史料 史料群

40 史料 刊本

41 史料 同一史料データ ○ ○

41-1 史料 表示用 ○ ○ ○

42 史料 備考

43 備考 ○ △ ○

項 目 名

表10 公開ＤＢへの移植データ
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[古代・中世都市生活史データベースの構築]……中村太一

元号 （全角） 年～

▼ ▼

▼

クリア

コード

001532

001533

002154

004933

006057

012896

012904

012905

012906

012907

012908

012932

013386

013457

015384

017597

019507

品目(大分類)

選んで下さい

選んで下さい

月（半角数字）

日（半角数字）日～

方々小瓶子・7個(7個)

燈明・抹香・瓶花料足

《 検 索 結 果 一 覧 》

17 件ヒットしました。

〔 絞 り 込 み 検 索 〕

検 索

天平宝字4(760)年10月16日

史料

年月日

年～

流鏑馬大瓶・1個(1個)

楽所大瓶・1個(1個)

銀・2匁(2匁)

銭・500(500文)

銭・50文(50文)

銭・3貫900文(3900文)

銭・32文(32文)

銭・30文(30文)

銭・1貫600文(1600文)

銭・1貫800文(1800文)

瓶・1ツ(1ツ)

花瓶

瓶子・1(1)

瓶釘□？

大湯屋釣瓶結ノ間水

大湯屋釣瓶ノ竹

小瓶子・10個(10個)

大瓶・8個(8個)

元暦2(1185)年

長治元(1104)年6月29日

神護景雲4(770)年9月29日

天平宝字4(760)年10月16日

応安5(1372)年5月

応安5(1372)年5月

応安5(1372)年5月

永和4(1360)年6月15日

永徳2(1382)年

応安5(1372)年5月

応安5(1372)年5月

文禄2(1593)年8月2日

文明3(1471)年11月23日？

長禄4(1460)年12月27日

至徳4(1387)年7月24日

西暦年

和暦年

月

日

月～

図３　「検索結果一覧」画面のイメージ（品名「瓶」での検索例）

品名・貨幣

地域

（自由記述・全角）

（自由記述・全角）

至徳元(1384)年8月30日

貨幣分類

選んで下さい

年（半角数字）

［コード］をクリックすると、詳細データを見ることができます。

（自由記述・全角）

年（半角数字）

品目(小分類) 

貨幣・価格品名・数量

香水瓶

功食・瓶

小丸瓶・2口(2口)

水瓶・1口(1口)

水瓶・4口(4口)

米・6斗 (60升)

米・4斗(40升)

銭・120文(120文)

銭・28文(28文)

銭・40文(40文)

銭・1貫50文(1050文)

銭・350文(350文)

銭・350文(350文)

銭・45文(45文)
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月
日

【
品
名
・
数
量

【
貨
幣
・
価
格
】
の
四
種
類
に
限
定
す
る
案
を
考
え
た
。
後

】

】

三
者
は
、
入
力
用
Ｄ
Ｂ
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
［
表
示
用
］
項
目
を
活
用
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
う
ち
の
【
コ
ー
ド
】
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
次
の
《
詳
細
デ
ー
タ

表
示
》
画
面
で
、
そ
の
デ
ー
タ
の
内
容
を
表
示
す
る
（
図
４

。
）

こ
こ
で
は
一
件
ご
と
の
内
容
を
表
示
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
一
覧
表
形
式
で
は

な
く
、
カ
ー
ド
形
式
の
表
示
方
法
を
考
え
た
。
あ
き
ら
か
に
見
や
す
い
＝
利
用
し
や

す
い
、
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
画
面
で
の
Ｄ
Ｂ
活
用
項
目
に
つ
い
て
は
、
煩
雑

に
な
る
の
で
省
略
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
表

を
参
照
さ
れ
た
い
。

10

以
上
が
、
筆
者
が
考
え
る
公
開
用
Ｄ
Ｂ
の
画
面
と
利
用
方
法
の
原
案
で
あ
る
。
た

だ
し

で
き
る
こ
と
な
ら
ば
付
け
加
え
て
ほ
し
い
機
能
が
も
う
一
つ
だ
け
あ
る

で

、

。「

き
る
こ
と
な
ら
ば
」
と
し
た
の
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
著
作
権
に

抵
触
す
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
抽
出
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

機
能
で
あ
る
。

例
え
ば
筆
者
自
身
が
こ
の
「
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
利
用
す
る
場
合
、

抽
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
、
特
に
数
値
デ
ー
タ
を
表
計
算
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
に
取
り
込

ん
で
、
計
算
さ
せ
て
み
た
り
、
グ
ラ
フ
を
作
成
し
た
り
し
て
み
た
い
と
思
う
。
し
か

し

《
詳
細
デ
ー
タ
表
示
》
画
面
か
ら
、
一
つ
一
つ
コ
ピ
ー
・
ア
ン
ド
・
ペ
ー
ス
ト

、
で
デ
ー
タ
を
移
し
て
い
く
の
は
実
際
的
で
は
な
い
。
そ
こ
で
付
け
て
欲
し
い
と
考
え

ら
れ
る
の
が
、
デ
ー
タ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
機
能
で
あ
る
。

た
だ
し
、
全
て
の
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
は
な
い
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
せ
る
項
目
は
、
デ
ー
タ
の
属
性
や
注
記
に
関
す
る
項
目
、
デ
ー
タ

を
時
系
列
順
に
並
べ
替
え
る
の
に
必
要
な
項
目
、
物
価
に
関
す
る
項
目
（
文
字
デ
ー

タ
と
数
値
デ
ー
タ
は
別
に
す
る
必
要
が
あ
る
）
で
十
分
だ
ろ
う
（
表

。
）
10

ま
た
、
一
度
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
デ
ー
タ
件
数
は
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
へ
の
負

荷
や
著
作
権
と
の
関
係
か
ら
、
制
限
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
、
こ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
機
能
は

《
検
索
結
果
一
覧
》
の
ペ
ー
ジ
に
付
加
す
る
の
が
よ
い

、

と
考
え
る
。
一
覧
表
示
で
き
る
件
数
内
な
ら
ば
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
る
と
い
う

国立歴史民俗博物館研究報告

第113集2004年３月

コード 012908 年月日 応安5(1372)年5月 日付種類 0

品 目 品名・数量

貨幣・価格 単 価

購入者 売却者

地 域

史 料

品名(史料) 小瓶子 貨幣(史料) 銭 あり

備 考

銭・1貫600文(1600文) 銭・160文/個(160文/個)

《 詳 細 デ ー タ 表 示 》

＊１［日付種類］0＝史料の日付，1＝取引の日付，2＝日付推定

生活用品/食器 小瓶子・10個(10個)

＊２［同一史料データ］「あり」＝同じ史料に，他の取引データも記載されています。

図４　「詳細データ表示」画面のイメージ

市原八幡宮五月会馬野郡四村配分状・覚園寺所蔵戌神将胎内文書・神奈川
県史4680

上総国市原

同一史料データ
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構
造
で
あ
る
。

ち
な
み
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
る
デ
ー
タ
形
式
は
、
汎
用
性
と
正
確
性
を
両
立
さ

せ
る
た
め
、
項
目
毎
に
「

」
で
囲
っ
た
カ
ン
マ
区
切
り
Ｃ
Ｓ
Ｖ
フ
ァ
イ
ル
が
良
い

”

と
考
え
る
。

以
上
の
原
案
を
基
に
、
入
力
用
Ｄ
Ｂ
か
ら
公
開
用
Ｄ
Ｂ
に
移
植
す
べ
き
デ
ー
タ
項

目
を
表

に
示
し
た
。
た
だ
し
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
機
能
は
、
実
現
し
う
る
か
否
か
筆
者

10

の
側
で
は
判
断
し
か
ね
る
の
で

「
△
」
記
号
で
示
し
て
あ
る
。

、

お
わ
り
に

現
在
、
入
力
用
Ｄ
Ｂ
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
件
数
は
、
当
初
の
予
測
を
大
幅

に
超
え
る
約
三
万
件
に
達
し
た
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
入
力
に
携
わ
っ
た
各
氏
の
奮

闘
の
賜
物
で
あ
る
。
末
筆
な
が
ら
、
関
係
各
位
に
謝
意
を
表
明
し
た
い
。

た
だ
し
、
こ
れ
で
終
わ
り
に
な
ら
な
い
の
が
、
こ
の
手
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
宿
命

。

、

、

で
も
あ
る

例
え
ば

現
在
ま
で
に
調
査
・
入
力
に
取
り
組
ん
だ
史
料
を
あ
げ
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
（
詳
細
は
、
次
稿
の
「
凡
例
」
を
参
照
さ
れ
た
い

。
）

・
日
本
書
紀
、
続
日
本
紀
、
日
本
後
紀
、
続
日
本
後
紀
、
日
本
文
徳
天
皇
実
録
、
日

本
三
代
実
録
、

、

、

、

、

、

、

、

類
聚
国
史

日
本
紀
略

扶
桑
略
記

本
朝
世
紀

弘
仁
式

延
喜
式

交
替
式

類
聚
三
代
格
、

政
事
要
略
、
朝
野
群
載
、
別
聚
符
宣
抄
、
法
曹
類
林

・
西
宮
記

・
皇
太
神
宮
儀
式
帳
、
神
宮
雑
例
集

・
慈
覚
大
師
伝

・
東
大
寺
勅
封
蔵
開
検
目
録
記

・
東
大
寺
要
録

・
大
日
本
古
文
書
（
編
年
文
書

（
東
南
院
文
書

（
東
寺
文
書
）

）
、

）
、

・
平
安
遺
文

・
鎌
倉
遺
文

・
教
王
護
国
寺
文
書

・
大
乗
院
寺
社
雑
事
記

・
東
国
関
係
史
料
（

神
奈
川
県
史

）

『

』

・
大
和
田
重
清
日
記

・
玉
葉

・
醍
醐
雑
事
記

こ
の
よ
う
に
調
査
済
み
の
史
料
は
、
数
あ
る
史
料
の
な
か
で
も
、
ま
だ
一
部
の
も

の
に
止
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
れ
は
、
物
価
に
関
す
る
デ
ー
タ
が

比
較
的
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
る
史
料
に
絞
っ
て
、
調
査
・
入

力
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
で
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
列
挙
さ
れ
る
史
料
の
種
類
か

ら
想
起
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
以
上
に
、
そ
の
デ
ー
タ
件
数
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
も

い
え
る
。
し
か
し
、
ま
だ
調
査
・
入
力
し
て
い
な
い
史
料
の
中
に
も
、
物
価
デ
ー
タ

は
当
然
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
完
璧
に
網
羅
す
る
の
は
実
際
上
不
可
能
に
近

い
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
何
ら
か
の
努
力
は
継
続
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

以
上
、
筆
者
が
関
わ
っ
た
「
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
入
力
用
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
と
、
公
開
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
に
関
す
る
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
報
告

し
た
。
稚
拙
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
ま
た
冗
長
な
報
告
内
容
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
記

録
あ
る
い
は
参
考
と
し
て
多
少
な
り
と
も
役
に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
北
海
道
教
育
大
学
教
育
学
部
釧
路
校
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員

〈
元
Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
員

）〉

（
二
〇
〇
三
年
三
月
一
二
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）

[古代・中世都市生活史データベースの構築]……中村太一
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【
付
記
】

本
稿
脱
稿
後
、
公
開
Ｄ
Ｂ
に
向
け
て
、
作
業
中
だ
っ
た
デ
ー
タ
の
集
約
と
入
力
用

Ｄ
Ｂ
の
改
良
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
さ
ら
に
変
更
が
生
じ
た
点
を
、
簡
単
に
報

告
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
入
力
し
た
デ
ー
タ
数
は
、
三
万
七
二
五
三
件
に
な
っ
た
。

、

、

。

ま
た

予
定
し
て
い
た
品
目
分
類
で
あ
る
が

実
際
の
作
業
は
か
な
り
難
航
し
た

ま
ず
品
目
が
当
初
の
予
想
以
上
に
多
種
多
様
で
あ
っ
た
た
め
、
作
業
を
し
な
が
ら
品

目
分
類
表
を
作
り
直
し
て
い
く
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
最
終
的
な

品
目
分
類
表
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
が
あ
る
の
で
こ
こ
に
は
掲
載
し
な
い
が
、
公
開

Ｄ
Ｂ
に
添
え
る
形
で
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
は
、
複
数
の
分
類
属
性
を
有
す
る
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
多
く
存
在
し
た

こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
「
布
施(

供
米)

」
な
ど
の
場
合
、
品
そ
の
も
の
は
米
で
あ
る

が
、
用
途
と
し
て
は
祭
祀
料
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
を
ど
う
処
理
す

る
か
を
検
討
し
た
結
果
、
大
分
類
と
小
分
類
を
二
項
目
ず
つ
用
意
し
、
複
数
の
分
類

属
性
を
有
す
る
も
の
は
、
二
種
類
ま
で
品
目
分
類
を
登
録
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
先

の
例
で
い
え
ば
、
大
分
類
１
＝
「
食
料

、
小
分
類
１
＝
「
米

、
大
分
類
２
＝
「
祭

」

」

祀
料

、
小
分
類
２
＝
「
供
物
」
と
入
力
し
て
い
る
。
そ
し
て
検
索
で
は
、
こ
の
ど

」

ち
ら
か
ら
で
も
ヒ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
設
定
し
た
。

第
三
に
、
入
力
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
が
少
な
い
物
・
サ
ー
ビ
ス
を
、
ど
う
処
理
す

る
か
と
い
う
問
題
に
も
直
面
し
た
。
品
目
に
即
し
て
は
い
る
が
、
細
か
す
ぎ
て
ヒ
ッ

ト
件
数
が
数
件
し
か
な
く
な
る
よ
う
な
分
類
を
設
定
し
て
も
、
意
味
が
な
い
か
ら
で

あ
る
。
こ
う
い
っ
た
品
目
は
、
比
較
的
同
種
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
も
の
を
集
め
て

小
分
類
名
を
付
け
た
。
こ
の
た
め
結
果
的
に
は
、
例
え
ば
漁
具
・
醸
造
用
具
な
ど
を

集
め
た
「
生
産
具
」
の
よ
う
に
、
熟
さ
な
い
用
語
を
使
用
し
た
小
分
類
名
を
付
け
ざ

る
を
え
な
い
ケ
ー
ス
も
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

、

、

。

さ
ら
に

品
名
不
明
デ
ー
タ
や

実
際
の
用
途
や
内
容
が
不
明
の
も
の
も
あ
っ
た

こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
は
、
無
理
に
分
類
す
る
こ
と
を
避
け
た
。
こ
の
た
め
、
分
類
検

索
で
は
ヒ
ッ
ト
し
な
い
「
不
明
デ
ー
タ
」
も
生
じ
た
。
た
だ
し
分
類
項
目
を
全
く
登

録
し
て
い
な
い
デ
ー
タ
は
、
全
体
の
１
％
程
度
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
不
明
デ
ー
タ
や
、
三
種
類
以
上
の
分
類
属
性
を
有
す
る
品
・
サ
ー
ビ

ス
も
若
干
あ
っ
た
の
で
、
フ
リ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
を
、
①
品
名
・
貨
幣
、
②
地
域

・(

売
買)

関
係
者
、
③
史
料
、
④
そ
の
他
、
の
４
種
類
に
増
や
す
こ
と
に
し
た
。
こ

の
う
ち
④
そ
の
他
は
、
物
品
・
貨
幣
の
単
位
お
よ
び
備
考
の
記
入
内
容
を
検
索
対
象

と
す
る
こ
と
に
し
た
。

以
上
の
内
容
も
含
め
て
入
力
用
Ｄ
Ｂ
を
改
良
し
、
タ
ブ
区
切
り
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ

、

。

ル
の
形
式
で
出
力
し
た
公
開
Ｄ
Ｂ
用
デ
ー
タ
を

二
〇
〇
三
年
九
月
に
引
き
渡
し
た
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